
小久保議員の「農業のこれからについて」のうち、 

「農業に係る市長公約と就任後の取組について」のご質問からお答

えいたします。 

公約における農業施策についての考えといたしましては、これ

までと同様に、既存農業者への支援はもとより、新規就農者へは、

生産活動だけではなく生活環境も含めた総合的な支援を行い、持続

的に発展する農業の推進を図って参ります。また、「就任後半年間

の取組について」でありますが、高い農業技術を持つ農業者が多い

ことが当市のポテンシャルの一つであると認識することができまし

たので、今後は、こうした強みを生かした取組について検討して参

ります。 

 

 次に、「道の駅物産館の政策的役割について」でありますが、 

物産館は、新鮮な伊達野菜のＰＲと普及拡大を図る場所としての 

役割を担っており、その実現により、農業者の所得向上につながる

ものと考えております。 

 

 次に、「土地利用について」のうち、「各地区における土地利用

検討の具体的な項目について」でありますが、各地区の それぞれ

の特色を活かした まちづくりについて検討していくことを考え 掲

げたものであり、今後も 引き続き 検討を重ねて参ります。 

 

 次に、「長和工業団地について」でありますが、企業から問い合

わせが来ていたこともありますが、実現性が高い事業計画であると

判断できた場合は、造成済みの区画の分譲を優先しつつ、必要に応



じ、土地開発公社 所有の 分譲予定地の造成等についても検討して

参ります。 

 

 次に、「ひとり親家庭への支援について」でありますが、 

 これまで、本市としては、国の施策に基づく経済的支援のほか、 

随時、電話や窓口などで相談に応じ、それぞれの状況に合わせた支

援を行っております。更にきめ細かな支援メニューの 必要性を認

識していることから、ひとり親世帯への 精神的・経済的な支援を 

総合的に行い、サポートできる環境作りについて 研究して参りま

す。 

 


